
霧
島
火
山
脈
と
大
屯
火
山
脈
に
就
て

図
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口
同

信

大
正
十
三
年
十
月
舟
一
日
沖
縄
騒
下
鳩
間
島
附
廷
に
海
底
新
火
山
の
爆
後
ゐ

b
し
事
は
蛍
時
賞
見
者
た
る
大
阪
商
船
曾

社
宮
古
丸
船
長
加
納
直
帝
町
の
報
告
ご
共
に
気
象
要
覧
誌
上
に
概
略
を
記
載
し
て
置
い
た
仇
ぐ
あ
る
。
然
し
何
分
に
も
爆

発
地
駄
が
海
中
で
あ
っ
た
め
に
新
火
山
の
位
置
は
正
確
に
之
れ
を
測
定
す
る
事
は
不
可
能
で
あ
っ
た
が
加
納
船
長
の
報
告

を
総
合
し
て
考
察
す
る
に
八
重
山
列
島
図
表
島
の
北
方
よ

b
少
〈
束
に
偏
れ
る
沖
合
な
λ

リ
と
思
惟
せ
ら
る
o

c
 

元
来
九
州
、
沖
縄
、
筆
、
健
附
近
の
火
山
配
置
は
大
森
博
士
の
研
究
に
依
れ
ば
一
列
の
火
山
脈
を
構
成
す
る
も
の
と
し
℃

考
へ
ら
れ
、
共
の
原
因
お
就
て
博
士
は
震
災
猿
防
調
査
合
報
告
第
八
十
七
銃
九
十
六
頁
に
次
の
如

3
説
明
を
加
へ
ら
れ
℃

あ
る
。
即
ち
日
本
の
島
弧
は
日
本
海
方
面
よ
b
島
弧
に
直
角
若
し
く
は
放
射
状
に
外
方
に
向
っ
て
凸
弧
獄
を
な
し
て
居
る

従
つ
で
外
方
は
伸
張
を
向
け
、
内
方
は
魅
縮
を
受
け
る
結
果
其
の
境
界
線
た
る
中
央
軸
は
伸
張
、
麿
縮
何
れ
を
も
蒙
ら
ぶ

る
一
不
偏
の
般
加
に
あ
る
で
あ
ら
う
。
而
し
て
伸
張
側
面
及
島
弧
外
方
た
る
太
平
洋
底
は
大
地
震
後
生
区
域
に
麗
し
‘
座
縮

面
た
る
内
方
は
火
山
地
域
と
な
る
で
あ
ら
弓
と
云
ふ
。
命
博
士
は
其
の
例
と
し
て
阿
蘇
山
、
霧
島
山
、
楼
島
、
開
聞
岳
、

口
之
永
良
部
島
、
中
之
島
、
諏
訪
之
瀬
島
.
鳥
島
等
の
諸
火
山
は
沖
縄
列
島
の
西
北
方
た
る
島
弧
凹
面
を
阿
南
に
延
長
せ

ゐ
如

3
火
山
脈
を
構
成
し
て
居
る
に
反
し
て
共
の
外
方
に
羅
列
せ
る
種
ケ
島
、
屋
久
島
、
大
島
、
沖
縄
島
は
火
山
質
で
な

九
七



九
八

い
事
を
奉
げ
ら
れ
℃
居
る
。

此
の
如

3
博
士
の
訟
に
お
し
て
は
我
々
少
し
も
異
論
を
挟
む
も
の
で
な
い
。
而
し
℃
今
回
新
に
爆
殺
ゼ
る
鳩
間
島
附
近

の
海
底
火
山
も
亦
此
の
火
山
列
中
に
含
ま
る
可
主
も
の
で
あ
ら
う
。

只
誌
に
符
意
す
ぺ

3
事
は
明
治
以
後
に
於
て
只
一
回
の
爆
殺
を
な
し
た
る
墓
協
同
診
佳
峻
及
川
小
昔
時
活
動
を
な
せ
し
も
羽

在
・
は
休
止
せ
る
長
崎
騒
温
泉
岳
の
雨
火
山
が
果
し
て
九
州
及
沖
縄
を
逗
結
せ
る
火
山
脈
に
属
す
る
も
の
な
る
や
否
や
と
云

よ
事
に
あ
る
。
今
試
み
に
水
路
部
の
測
量
に
係
る
沖
縄
牒
下
及
皇
、
将
附
近
の
海
闘
を
見
る
に
入
霊
山
列
島
を
包
み
て
一
帯

の
浅
海
が
あ
ら
、
某
の
南
側
は
等
深
線
密
集
し
て
太
平
洋
の
深
淵
じ
向
っ
て
居
る
。
更
に
叉
北
側
は
一
帯
の
稲
や
深

S
海

海
を
隔
℃
、
、
支
那
海
に
漣
っ
て
居
る
。
而
し
て
彰
住
暁
の
火
山
は
新
火
山
に
封
し
て
某
の
問
に
如
上
の
海
溝
帯
を
隔
て
、
当

。居
る
の
で
あ
る
。

伶
興
味
あ
る
事
は
彰
佳
嶋
附
近
の
浅
海
が
沖
縄
列
島
に
並
行
し
て
泣
く
九
州
北
端
に
延
長
せ
る
事
貨
で
あ
る
。
如
斯
会

事
は
寅
に
霧
島
火
山
脈
の
末
端
が
如
何
な
る
方
面
に
延
長
せ
る
か
を
定
む
る
手
掛

b
で
無
〈
℃
は
無
ら
な
い
。
支
に
此
の

。

種
の
材
料
と
し
て
は
牽
憾
の
東
方
沖
に
あ
る
火
焼
島
火
山
及
び
高
雄
州
な
る
鯉
魚
山
の
泥
火
山
、
墨
北
附
近
な
る
大
屯
火

山
等
の
位
置
及
び
長
崎
勝
の
温
泉
岳
の
孤
立
し
た
様
な
地
位
が
考
察
の
中
に
置
か
れ
な
く
℃
は
無
ら
な
い
。

今
迄
の
設
に
依
る
と
温
泉
岳
は
或
は
霧
島
火
山
脈
の
延
長
と
一
去
ひ
或
は
阿
蘇
山
、
九
霊
山
、
鶴
見
岳
等
を
、
連
ね
る
別
系

の
火
山
脈
と
も
稀
せ
ら
れ
て
居
る
が
何
れ
に
し
て
も
二
百
平
家
休
止
せ
る
此
の
火
山
の
活
動
週
期
其
他
の
性
質
が
判
然
せ



ね
た
め
之
れ
を
確
か
h
u
る
由
も
無
か
っ
た
の
で
あ
る
。

叉
一
方
霧
島
火
山
脈
の
末
端
は
沖
縄
牒
鳥
島
火
山
よ

b
彰
佳
晩
、
大
屯
等
の
火
山
へ
漣
な
る
も
の
な
る
や
の
観
を
抱
か

し
め
て
居
っ
た
事
も
事
寅
て
あ
る
。
然
る
に
今
回
の
鳩
岡
島
附
近
海
底
火
山
の
爆
後
は
之
等
の
火
山
の
系
統
に
鍔
し
て
確

然
た
る
差
別
を
奥
へ
た
か
の
如

3
重
要
な
意
味
を
有
す
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

即
ち
今
般
A
Y
に
温
泉
岳
と
診
佳
幽
(
の
雨
火
山
を
結
ぶ
曲
線
を
路
沖
縄
列
島
に
並
行
に
引
い
た
も
の
と
す
れ
ば
此
の
線
と

鶴
見
岳
、
九
霊
山
、
阿
蘇
山
、
霧
島
山
、
楼
島
、
開
聞
岳
、
硫
黄
岳
.
口
之
永
良
部
島
、
上
之
瀬
島
、
中
之
島
、
諏
訪
の

瀬
島
。
惑
石
島
、
箕
島
、
槙
A
V

田
島
等
の
諸
火
山
を
、
連
ね
て
、
遥
か
に
鳩
間
島
の
新
海
底
火
山
、
火
焼
島
に
至
る
線
と
の
聞
に

は
一
帯
の
深
海
溝
が
之
れ
を
隔
℃
、
=
居
る
所
か
ら
考
へ
る
と
之
等
雨
火
山
帯
は
別
系
の
も
の
で
互
に
並
行
し
て
日
本
島
孤

の
内
側
を
走
っ
て
居
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
考
へ
ら
れ
る
。

勿
論
如
上
の
如

3
も
単
に
一
設
に
止
ま
る
も
の
で
極
め
て
雑
駁
な
議
論
で
あ
る
か
ら
決
し
て
一
一
慨
に
之
れ
を
断
定
し
得

る
も
の
で
無
〈
皐
に
大
森
博
士
の
云
は
る
L
同
一
火
山
系
中
に
於
け
る
火
山
の
活
動
が
週
期
的
で
あ
る
事
が
異
な
ら
ば
某

の
方
面
に
於
℃
一
考
す
ぺ

3
債
値
も
あ
ら
う
か
と
考
へ
た
ま
で
の
事
で
あ
る
。

此
の
報
交
起
草
中
築
地
技
師
は
左
の
如

3
有
盆
な
る
事
貨
を
参
考
と
し
℃
御
数
一
不
下
さ
れ
た
。
其
れ
に
依
る
と
九
州
の

五
島
の
多
く
は
火
山
賀
ぐ
あ
っ
て
其
の
中
に
は
火
山
時
が
存
在
し
更
に
五
島
の
南
西
二
三
十
里
に
常
る
男
島
女
島
も
亦
火

山
質
で
あ
る
と
の
事
て
あ
る
。
之
れ
よ
h
察
す
る
も
温
泉
岳
の
火
山
脈
は
五
島
を
経
て
速
く
西
南
に
漣
な
る
事
を
想
像
し

九
九
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Q

得
る
の
で
あ
る
。
更
に
元
蚤
北
測
候
所
長
近
藤
久
次
郎
氏
よ

b
も
憂
狩
の
火
山
に
闘
し
種
々
有
盆
な
芯
御
助
一
一
一
ロ
を
恭
ム
し

た
の
で
氏
の
談
に
依
れ
ば
氏
は
大
屯
山
附
近
代
て
火
山
昭
を
後
見
せ
ら
れ
た
と
の
事
ぐ
大
屯
山
が
火
山
ぐ
あ
る
喜
一
は
朗
自

ぐ
あ
る
が
叉
彰
湖
島
も
火
山
質
て
あ
A
Y
、
叉
官
室
狩
宜
蘭
の
沖
な
る
亀
山
島
も
火
山
て
あ
る
と
の
事
で
あ
る
。
之
等
の
事
実

よ
ら
按
ず
る
に
大
屯
火
山
脈
は
街
地
山
大
屯
山
桜
湖
島
を
連
ね
℃
温
泉
岳
へ
、
連
な
る
と
見
る
の
が
至
嘗
て
あ
ら
う
。
仲
立
に
同

氏
の
御
助
言
を
深
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。
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地
震
説
測
上
時
刻
を
正
縫
に
保
つ
事
の
必
要
な
る
は
、
今
夏
云
ム
迄
も
な
い
事
て
あ
る
、
之
が
織
に
は
従
来
有
線
電
信

に
よ
る
午
報
機
関
は
あ
る
が
、
電
線
の
故
障
の
場
合
は
会
々
不
満
足
の
結
果
と
な
る
し
少
し
遠
隔
の
土
地
に
な
る
と
中
縫

盤
の
魚
、
正
確
な
る
時
よ
b
も
可
な
ら
遅
れ
勝
と
な
る
不
便
が
あ
る
が
、
そ
乙
へ
行
〈
と
一
返
す
水
著
し
く
後
遺
し
つ
¥
あ
る

無
線
電
信
に
よ
る
時
報
の
迅
速
に
し
て
正
確
な
る
に
若
く
も
の
は
な
い
、
貨
に
無
線
電
信
の
時
報
は
電
気
時
計
吉
正
午
砲

(
ド
ン
)
と
を
粂
ね
た
理
想
的
の
も
の
で
も
之
を
一
種
の
無
線
的
ド
ン
と
云
ム
事
が
出
来
る
と
私
は
常
に
思
っ
て
居
る
‘
普

遁
の
ド
ン
は
通
達
距
隣
僅
少
な
も
の
で
あ
る
が
、
無
線
の
ド
ン
は
全
世
界
に
響
〈
の
で
あ
る
、

3
れ
ば
耳
の
代
に
之
を
検

出
し
め
得
る
設
備
さ
へ
施
し
に
な
ら
ば
、
内
地
は
る
み
か
全
世
界
の
主
な
る
タ
イ
ム
が
居
な
が
ら
に
し
て
聴
取
出
来
る
の




